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冒
頭
、
磯
﨑
一
太
会
長
は
「
岩
手
県
地
域

医
療
研
究
会
は
国
保
診
療
施
設
な
ど
に
勤
務

す
る
医
師
や
歯
科
医
師
の
学
術
研
さ
ん
、
相

互
協
力
を
図
り
地
域
住
民
の
医
療
の
確
保
等

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
学

術
研
さ
ん
に
お
い
て
は
、
秋
の
集
会
を
一
般

演
題
の
研
究
発
表
と
し
て
い
る
が
、
医
師
だ

け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
発

表
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
例
年
に
も
増
し
て

多
く
の
施
設
や
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
て
い

る
」
と
述
べ
、「
本
日
は
研
究
発
表
の
中
か

ら
三
賞
を
選
定
し
た
い
。
熱
心
な
発
表
と
討

論
を
お
願
い
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

研究発表後には発表者と参加者の間で活発な討論が行われた

　
次
に
、
来
賓
の
八
重
樫
幸
治
岩
手
県
保
健

福
祉
部
長
（
代
読
・
藤
原
寿
之
健
康
国
保
課

総
括
課
長
）
は
「
今
年
度
は
県
の
医
療
計
画

や
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
な
ど
の
見
直
し

等
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
診
療
報
酬
、
介

護
報
酬
の
同
時
改
定
、
国
民
健
康
保
険
制
度

の
改
革
な
ど
も
重
な
り
、
医
療
介
護
分
野
に

と
っ
て
重
要
な
年
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

県
で
は
将
来
の
医
療
提
供
体
制
を
定
め
る
岩

手
県
地
域
医
療
構
想
を
昨
年
３
月
に
策
定

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
病
床
機
能
の
分
化
・

連
携
や
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
従
事
者

の
養
成
確
保
な
ど
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
引
き
続
き
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

岩手県地域医療研究会
磯㟢一太 会長

　岩手県地域医療研究会は11月18日、国保会館で平成29年度秋季集会を開催した。集会には医師や歯科医師、
看護師などの直診関係者のほか、保健活動に従事する市町村担当者約１４０人が出席。日頃研究を重ねた18題
の発表が行われ、発表後には三賞が表彰された。今回は受賞した三賞と努力賞２題、特別賞１題を紹介する。

熱意あふれる研究発表18題
殊勲賞は熊谷恵美さん
（一関市病院事業ふじさわデイサービスセンター介護福祉士）

岩手県地域医療研究会
「秋季集会」

第１セクション　座長　山﨑都　国保葛巻病院副院長
演題
番号 賞 演　題　／　発　表　者

１
餅を原因とする食餌性腸閉塞の自験例
−読影補助でチーム医療に携わる−
／奥州市総合水沢病院　診療放射線技師　高橋伸光

２ 西根病院における注射用抗菌薬使用量について
／八幡平市国保西根病院　薬剤師　松浦広大

３ 技能賞 当院の摂食機能療法の現状
／町立西和賀さわうち病院　作業療法士　高橋澄江

４ 外来看護充実に向けて、意識向上への取り組み
／一関市国保藤沢病院　看護師　三浦奈緒美

５
「かさかさ肌」から「しっとり肌」へ
／洋野町介護療養型老人保健施設たねいち　
　主任介護福祉士　藏真利子

６ 殊勲賞 地域連携で展開する認知症ケア　−藤沢歳時記から得られる効果−
／ふじさわデイサービスセンター　介護福祉士　熊谷恵美

第２セクション　座長　高木史江　一関市国保藤沢病院内科長
演題
番号 賞 演　題　／　発　表　者

７
施設職員との合同研修で得られた効果
−研修会受講者のアンケート結果より−
／国保葛巻病院　主任看護師　山口恵美

８ 看取りパンフレットの効果と課題
／洋野町国保種市病院　看護師　山田史枝

９ 骨粗鬆症診断における“DXA法”と“FRAX”の有用性
／一関市国保藤沢病院　診療放射線技師　加藤潤

10 「健幸ポイント」によるインセンティブ提供の取り組み
／遠野市保健医療課　保健師　小原遥

11 努力賞 当院における未収金対策について
／奥州市総合水沢病院　主査　菊池充

12 高齢者疑似体験学習の効果　−高齢者ケア再考の取り組み−
／国保葛巻病院　上席看護師　外久保桂子

第３セクション　座長　石木幹人　陸前高田市国保二又診療所所長
演題
番号 賞 演　題　／　発　表　者

13 当施設における寝具選択評価基準検討会の取り組みについて
／一関市国保藤沢病院　看護師　小野寺裕美

14 敢闘賞
THE　ポジショニング ! !　みんなと一致団結ポジショニングの輪
−入院から在宅へ。多職種チームでの成果−
／奥州市国保まごころ病院　看護師　菊地真寿美

15 広範囲仙骨部褥瘡が植皮適応となるまでの取り組みとその背景
／町立西和賀さわうち病院　主任看護師　東和枝

16 退院支援シートの活用による在院日数、ADLの関係性
／一関市国保藤沢病院　作業療法士　鈴木有佳利

17 努力賞
昼夜逆転の改善に向けた取り組み
−入院生活を穏やかに過ごすために−
／八幡平市国保西根病院　看護師　工藤克江

18 特別賞 心身医療のミニ知識　交流分析を日常診療に活かす
／奥州市国保前沢診療所　所長　鈴木順

来賓あいさつする岩手県健康国保課
藤原寿之 総括課長
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当
事
業
所
で
は
、
在
宅
高
齢
者
の
認
知
症

状
の
重
度
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
、

認
知
症
施
策
に
焦
点
を
当
て
た
地
域
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
、
認
知
症
ケ
ア
の
一
つ
と
し

て
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
地

域
風
習
や
生
活
歴
を
重
視
し
た
回
想
法
を
導

入
し
た
。
回
想
法
は
高
齢
者
に
過
去
を
回
想

さ
せ
る
こ
と
で
人
生
の
価
値
の
再
発
見
や
気

力
と
意
欲
向
上
を
促
す
手
法
。

　
回
想
法
の
精
度
向
上
に
は
、
藤
沢
地
域
の

風
土
へ
造
詣
が
深
い
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地
域
の
郷

土
料
理
や
季
節
の
行
事
な
ど
、
活
動
の
中
に

取
り
入
れ
る
こ
と
で
認
知
症
高
齢
者
の
記
憶

の
扉
が
開
き
や
す
く
な
っ
た
。

　
ま
た
、
回
想
法
に
用
い
た
地
域
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
膨
大
な
量
と
な
り
、
現
代
で
は
覚

え
て
い
る
人
が
少
な
い
行
事
や
食
事
文
化
、

生
活
様
式
な
ど
を
取
り
ま
と
め
、
後
世
へ
の

贈
り
物
と
し
て「
藤
沢
歳
時
記
」を
発
刊
し
た
。

　
認
知
症
ケ
ア
は
高
齢
者
が
保
有
す
る
世
界

観
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
藤
沢

歳
時
記
と
い
う
ヒ
ン
ト
集
は
、そ
の
人
ら
し

さ
を
理
解
す
る
た
め
に
有
効
な
も
の
と
な
っ

た
。
今
後
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
は
、認
知
症
高
齢
者
施
策
が
欠
か
せ
な

い
。
認
知
症
ケ
ア
に
高
齢
者
の
世
代
を
知
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
と
、認
知
症
高
齢
者

が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
や
内
的
世
界
を
援
助

者
が
共
有
す
る
こ
と
は
、地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
当
院
で
は
、
18
年
９
月
か
ら
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（
栄

養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
委
員
会
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
25
年
８
月
か
ら
は
摂
食
機

能
に
障
害
の
あ
る
患
者
に
摂
食
機
能
療
法
を

実
施
し
、
多
職
種
の
連
携
や
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
離
床
に
取
り
組
ん
だ
。

　
摂
食
機
能
療
法
で
は
、
頚
部
聴
診
器
（
パ

ワ
ギ
ガ
Ｓ
）
を
使
用
し
、
多
職
種
の
複
数
人

で
嚥
下
音
を
確
認
、
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、

院
内
に
歯
科
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
時
に

歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ
、
す
ぐ
に
訓
練
用
の

義
歯
を
作
製
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
離

床
が
困
難
な
患
者
は
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
後

の
姿
勢
を
写
真
撮
影
し
、
コ
メ
ン
ト
を
付
記

し
て
病
棟
ス
タ
ッ
フ
に
周
知
し
て
い
る
。

　
こ
の
摂
食
機
能
療
法
を
振
り
返
り
、
効
果

と
原
疾
患
の
種
類
、
離
床
の
有
無
に
よ
る
摂

食
機
能
の
改
善
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　
摂
食
機
能
療
法
の
対
象
者
55
人
を
25
年
８

月
～
29
年
８
月
の
期
間
で
評
価
し
た
結
果
、

摂
食
機
能
療
法
は
摂
食
機
能
の
改
善
に
有
効

だ
っ
た
ほ
か
、
原
疾
患
に
よ
り
摂
食
機
能
の

改
善
に
差
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
離
床
の
有

無
に
よ
り
摂
食
機
能
の
改
善
に
差
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
離
床
へ
の
取
り
組
み

が
摂
食
機
能
の
改
善
に
好
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
摂
食
機
能
療
法
の
施
行
に
は
多
職
種
に
よ

る
チ
ー
ム
医
療
の
ほ
か
、
各
専
門
職
の
役
割

分
担
と
情
報
共
有
が
重
要
で
あ
る
。
引
き
続

き
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
摂
食
機
能
の
改
善

に
取
り
組
み
、
早
期
離
床
に
努
め
た
い
。

　
自
分
で
体
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
患

者
に
枕
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
使
用
し
、
安

楽
で
安
定
し
た
姿
勢
を
提
供
す
る
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
に
は
、
褥
瘡
予
防
や
筋
緊
張
緩
和
な

ど
の
効
果
が
あ
る
。

　
当
院
で
は
、
28
年
７
月
に
ス
タ
ッ
フ
が
受

講
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
研
修
を
契
機
に
、

理
学
療
法
士
等
多
職
種
と
連
携
し
て
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。
活
動
内

容
は
、
①
月
１
回
の
会
議
②
同
意
書
③
患
者

の
選
択
、
ピ
ロ
ー
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
選
択
④

写
真
撮
影
・
実
践
⑤
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
評

価
⑥
退
院
指
導
及
び
在
宅
支
援
⑦
勉
強
会
の

開
催
⑧
褥
瘡
予
防
用
具
に
係
る
寝
具
の
改
善

⑨
そ
の
他
―
の
９
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
、
④
で
は
仰
臥
位
と
側
臥
位
を
撮

影
し
た
写
真
に
ポ
イ
ン
ト
を
書
き
込
み
、
ス

タ
ッ
フ
間
で
の
目
視
確
認
と
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
の
統
一
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、
⑥
で
は
在

宅
へ
の
退
院
や
施
設
利
用
の
患
者
に
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
を
継
続
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

家
族
や
施
設
職
員
に
説
明
、
指
導
し
た
。

　
28
年
12
月
～
29
年
９
月
ま
で
の
間
、
病
棟

ス
タ
ッ
フ
27
人
で
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
実
施

し
た
患
者
は
21
人
。
写
真
を
使
用
し
、
多
職

種
を
交
え
て
情
報
共
有
し
た
こ
と
で
、
ス

タ
ッ
フ
へ
の
周
知
徹
底
や
意
欲
向
上
に
つ
な

が
り
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
対
す
る
意
識
の

変
化
が
見
ら
れ
た
。

　
今
後
は
評
価
結
果
や
改
善
点
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
で
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

地
域
連
携
で
認
知
症
ケ
ア

一
関
市
病
院
事
業
ふ
じ
さ
わ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介
護
福
祉
士

　熊
谷
恵
美

殊勲賞

摂
食
機
能
療
法
の
効
果
を
検
証

町
立
西
和
賀
さ
わ
う
ち
病
院
作
業
療
法
士

　高
橋
澄
江

敢闘賞

広
が
る
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
輪

奥
州
市
国
保
ま
ご
こ
ろ
病
院
看
護
師

　菊
地
真
寿
美

技能賞
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当
院
の
個
人
未
収
金
は
18
年
度
に
約
１
億

円
を
超
え
て
い
た
が
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と

で
個
人
未
収
金
が
減
少
し
、
28
年
度
に
は
約

３
３
０
０
万
円
ま
で
減
少
し
た
。

　
現
年
度
未
収
金
は
回
収
で
き
る
金
額
と
見

込
ま
れ
る
が
、
年
度
が
進
む
に
従
い
回
収
困

難
と
な
り
、
２
年
後
に
は
不
良
債
権
化
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
年

度
未
収
金
を
抑
え
、
次
年
度
に
残
さ
な
い
よ

う
回
収
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　
当
院
で
実
施
し
た
主
な
未
収
金
対
策
は
、

①
個
票
の
作
成
（
18
年
度
～
）
②
未
収
お
知

ら
せ
の
徹
底
化
（
19
年
度
～
）
③
夜
間
診
療

時
の
預
か
り
金
の
導
入
（
19
年
度
～
）
④
診

療
費
等
徴
収
員
に
よ
る
定
期
訪
問
の
開
始

（
20
年
７
月
～
）⑤
支
払
督
促（
22
年
９
月
～
）

⑥
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
導
入
（
26
年
２

月
～
）
⑦
文
書
料
前
払
い
導
入
（
26
年
９
月

～
）
―
の
７
項
目
が
あ
る
。

　
未
収
金
が
医
業
収
益
金
の
０
・
１
％
以
下

を
目
標
と
す
る
次
年
度
末
の
未
収
金
の
推
移

で
は
、
①
～
④
の
取
り
組
み
に
よ
り
21
年
度

に
０
・
05
％
に
低
減
し
、
さ
ら
に
⑤
～
⑦
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
27
年
度
に
は
０
・
04
％

ま
で
低
減
し
た
。

　
未
収
金
の
回
収
を
あ
き
ら
め
た
ら
、
そ
こ

で
終
わ
り
。
治
療
を
自
己
判
断
で
中
断
、
再

開
を
繰
り
返
す
よ
う
な
問
題
患
者
に
は
、
で

き
る
限
り
早
い
対
応
を
心
掛
け
、
ス
タ
ッ
フ

と
連
携
し
な
が
ら
、
医
療
人
と
し
て
患
者
治

療
優
先
で
接
す
る
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。

　
高
齢
の
入
院
患
者
は
疾
患
と
治
療
の
影
響

に
よ
り
生
活
リ
ズ
ム
が
変
化
し
、
昼
夜
逆
転

す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　
当
病
院
で
も
高
齢
の
入
院
患
者
が
昼
夜
逆

転
を
起
こ
す
こ
と
が
多
く
、
日
中
の
覚
醒
を

促
す
た
め
車
い
す
で
過
ご
す
こ
と
を
日
常
的

に
行
っ
て
い
る
が
、
入
院
前
の
生
活
習
慣
を

入
院
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
昼
夜
逆

転
の
改
善
を
目
指
し
た
。

　
研
究
期
間
は
29
年
７
月
～
８
月
、
対
象
を

車
い
す
の
乗
車
が
可
能
で
昼
夜
逆
転
を
起
こ

し
て
い
る
患
者
３
人
、
方
法
を
①
患
者
と
そ

の
家
族
に
日
常
の
生
活
習
慣
を
聞
き
取
る
②

聞
き
取
り
し
た
生
活
習
慣
を
入
院
生
活
に
取

り
入
れ
る
③
睡
眠
・
覚
醒
状
態
を
フ
ロ
ー

シ
ー
ト
に
記
入
す
る
④
生
活
習
慣
を
取
り
入

れ
た
こ
と
で
患
者
の
行
動
変
容
を
検
証
す
る

⑤
入
院
時
、
生
活
習
慣
を
取
り
入
れ
た
介
入

開
始
１
日
目
、
７
日
目
、
14
日
目
で
夜
間
と

日
中
の
睡
眠
時
間
と
覚
醒
時
間
を
比
較
す
る

―
の
５
項
目
と
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
対
象
の
う
ち
１
人
は
入
院

前
の
生
活
習
慣
を
入
院
生
活
に
取
り
入
れ
て

も
昼
夜
逆
転
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
入
院

生
活
は
安
定
し
た
。
ま
た
、
対
象
の
う
ち
２

人
は
入
院
生
活
が
安
定
し
、
昼
夜
逆
転
が
改

善
、
夜
間
の
入
眠
と
日
中
の
覚
醒
に
つ
な

が
っ
た
。

　
一
方
的
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
の

生
活
背
景
を
チ
ー
ム
で
理
解
し
対
応
す
る
こ

と
で
、
患
者
の
精
神
面
の
安
定
と
穏
や
か
な

入
院
生
活
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
交
流
分
析
と
は
、
わ
か
り
や
す
い
自
分
発

見
の
方
法
で
あ
り
、
気
付
き
と
変
化
の
た
め

の
心
理
学
と
も
言
え
る
。

　
交
流
分
析
で
は
、
心
に
３
つ
自
我
状
態
が

存
在
し
て
い
る
と
考
え
、
３
つ
の
自
我
状
態

は
Ａ
、
Ｐ
、
Ｃ
で
表
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

Ｐ
は
Ｃ
Ｐ
と
Ｎ
Ｐ
、
Ｃ
は
Ｆ
Ｃ
と
Ａ
Ｃ
に
分

類
さ
れ
、
こ
れ
ら
５
つ
の
自
我
状
態
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
た
も
の
が
エ
ゴ
グ
ラ
ム
に
な
る
。

　
エ
ゴ
グ
ラ
ム
は
50
問
の
質
問
に
対
し
、
直

感
的
に
「
は
い
」「
い
い
え
」
で
答
え
る
質

問
紙
法
の
心
理
検
査
で
、
各
自
我
状
態
の
ス

コ
ア
が
グ
ラ
フ
に
表
れ
る
。
当
診
療
所
で
は

東
大
式
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
使
用
し
て
お
り
、
採

点
結
果
を
男
女
別
に
グ
ラ
フ
に
記
入
し
、
線

で
結
ぶ
と
エ
ゴ
グ
ラ
ム
が
出
来
上
が
る
。

　
症
例
の
患
者
は
、
主
訴
が
不
眠
、
食
後
の

胃
の
痛
み
、
倦
怠
感
な
ど
。
複
数
の
病
院
を

受
診
し
、
内
視
鏡
な
ど
の
検
査
を
受
け
た
が

異
常
所
見
は
な
く
、
当
科
の
紹
介
と
な
っ
た
。

質
問
紙
法
に
よ
る
心
理
検
査
の
結
果
、
Ａ
Ｃ

が
高
く
、
Ｆ
Ｃ
が
低
い
結
果
と
な
っ
た
。
患

者
へ
の
治
療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
低
い
自
我

状
態
で
あ
っ
た
Ｆ
Ｃ
を
高
め
る
こ
と
を
提
案

し
、
診
察
の
度
に
会
話
の
中
で
働
き
か
け
な

が
ら
、
患
者
の
意
識
変
化
を
確
認
し
た
。

　
３
カ
月
後
に
実
施
し
た
エ
ゴ
グ
ラ
ム
で

は
、
低
か
っ
た
自
我
状
態
Ｆ
Ｃ
の
ス
コ
ア
が

高
く
な
り
、
症
状
も
改
善
し
て
い
た
。
患
者

へ
の
自
己
理
解
を
促
す
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し

て
、
日
常
診
療
で
の
エ
ゴ
グ
ラ
ム
の
活
用
が

期
待
で
き
る
。

患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
が
鍵

奥
州
市
総
合
水
沢
病
院
主
査

　菊
池
充

努力賞

昼
夜
逆
転
の
改
善
に
向
け

八
幡
平
市
国
保
西
根
病
院
看
護
師

　工
藤
克
江

努力賞

日
常
診
療
に
交
流
分
析
を
活
用

奥
州
市
国
保
前
沢
診
療
所
所
長

　鈴
木
順

特別賞

（
※
）

（※）３つの自我状態　Adult（A）
　　　　　　　　　　Parent（P）⇒ Critical Parent（CP）、Nurturing Parent（NP）
　　　　　　　　　　Child（C）⇒ Adapted Child（AC）、Free Child（FC）
　　　Parent（P）と Child（C）をそれぞれ２つに分け、自我状態は５つに分類される
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　講演終了後は研究会協議事項や施設間の情報交換を中心に、病院
部会、診療所部会、看護師部会、事務部会ごとに分科会が行われた。
　各部会では今後の施設運営に向けた協議や情報交換などが活発
に行われ、全体会で協議結果が報告された。
　病院部会では、東北厚生局からの指導内容について情報交換が
行われ、座長を務めた国保藤沢病院の鈴木和広事務局長は「診療
報酬の改定時の施設基準等に関する理解不足による指摘があった。
病院間で勉強する機会を設けたらよいのではという意見が出た」と
報告した。
　また、診療所部会も病院部会と同じ協議事項について協議し、座

長を務めた国保田老診療所の中坪清見事務長が「指導に関しては、各診療所の個別条件を説明して理解をいただくよう対応
してはどうか」と述べたほか、「不足しているとの報道があったイ
ンフルエンザワクチンの各施設における確保状況、各市町村の地
域防災計画における診療所の役割や各地域における健康講座の開
催などの保健活動について意見交換を行った」と報告した。
　さらに、看護師部会で座長を務めた国保種市病院の畠山郁子看
護師長は、協議事項の「限られた人材で良質なケア提供のため工
夫していること」について、「医療クラーク等の活用により少しで
も看護師の負担が軽減できるようにしている」と述べたほか、「病
棟の看護師の配置は診療報酬で決められているが、外来の配置は
決めごとがないため、各施設の状況について意見交換した」と報
告した。

　
城
西
大
学
経
営
学
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
合

学
科
の
伊
関
友
伸
教
授
は
「
地
域
に
お
け
る

国
保
病
院
・
診
療
所
の
果
た
す
役
割
」
と
題

し
講
演
し
た
。（
以
下
要
旨
）

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
確
実
に
起
き
る
の
が

本
格
的
高
齢
化
社
会
の
到
来
で
あ
る
。
日
本

は
２
０
２
５
年
に
向
け
て
急
激
に
社
会
変
化

が
進
み
、
都
市
部
で
は
後
期
高
齢
者
の
急
増

に
よ
る
医
療
・
介
護
資
源
の
絶
対
的
不
足
、

地
方
で
は
人
口
の
急
減
に
よ
る
自
治
体
の
消

滅
が
予
測
さ
れ
る
。

　
地
方
で
は
医
師
だ
け
で
は
な
く
、看
護
・
介

護
の
人
材
不
足
か
ら
医
療
を
提
供
で
き
な
く

な
る
医
療
機
関
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

城西大学経営学部マネジメント総合学科
伊関友伸 教授

る
。
一
方
で
、医
療
福
祉
は
唯
一
の
就
業
者
が

増
加
し
て
い
る
分
野
で
あ
り
、地
方
の
自
治
体

病
院
で
は
産
業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
　

　
自
治
体
病
院
・
診
療
所
は
地
域
の
生
命
線

で
あ
り
、
地
域
の
医
療
機
関
が
な
く
な
れ
ば
、

超
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
向
け
て

今
後
の
施
設
運
営
を
協
議
・
情
報
交
換

　国
保
診
療
施
設
管
理
研
究
会
は
10
月
27
日
、
第
58
回
研
究
会
を
国
保
会
館
で
開
催
し
、
県
内
の
国
保

診
療
施
設
か
ら
関
係
者
約
40
人
が
出
席
し
た
。
研
究
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
病
院
・
診
療
所
の
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
病
院
、
診
療
所
、
看
護
師
、
事
務
に
よ
る
分
科
会
で
は
、
研

究
協
議
事
項
に
つ
い
て
活
発
な
協
議
・
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

第
58
回
国
保
診
療
施
設
管
理
研
究
会

主
体
的
に
地
域
医
療
を
考
え
る

充実した施設運営を目指し国保診療施設関係者約40人が出席した

住
民
は
生
活
で
き
な
く
な
る
。
知
恵
と
お
金

を
使
っ
て
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
り
、
目
先
の
コ
ス
ト
削
減
だ
け
を
行
い
、

人
材
投
資
を
怠
れ
ば
職
員
や
医
療
提
供
力
が

劣
化
し
、
将
来
の
病
院
存
続
が
危
う
く
な
る
。

医
師
・
看
護
師
な
ど
の
増
員
を
図
る
こ
と
で

経
営
改
善
を
実
現
し
た
病
院
が
多
い
こ
と
か

ら
、
人
材
へ
の
投
資
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
人
任
せ
で
は
な
く
住
民
に
関
わ
る
全
て
の

人
が
、
地
域
の
医
療
・
介
護
の
在
り
方
を
考

え
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の

レ
ベ
ル
が
そ
の
地
域
の
医
療
・
介
護
の
レ
ベ

ル
を
決
め
る
。
行
政
か
ら
一
方
的
で
は
な
く
、

医
療
・
介
護
関
係
者
、
住
民
、
行
政
が
同
じ

立
場
で
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
　

看護師部会では良質なケアの提供について活発な協議が行われた

各部会の課題を情報共有
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冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し
た
本
会
の
村
田
保
夫

保
健
介
護
課
長
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

相
談
・
苦
情
処
理
担
当
職
員
の
資
質
の
向
上

と
対
応
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
目
的

で
、
県
と
の
共
催
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度
は
18
年
目
を
迎
え
る
が
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
利
用
者
が
大
き
く
増

加
し
、
国
民
生
活
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
会
は
介
護
保
険

法
に
基
づ
き
、
市
町
村
に
次
ぐ
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
苦
情
処
理
機
関
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
、
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談
・
苦

情
へ
の
適
切
な
対
応
を
促
す
こ
と
を
通
じ
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　
本
会
の
渡
辺
美
喜
子
保
健
介
護
課
課
長
補

佐
は
、
28
年
度
介
護
保
険
相
談
苦
情
の
受
付

件
数
は
、
本
会
53
件
、
市
町
村
等
13
件
の
計

66
件
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
概
況
を
説
明
し
た

上
で
、「
相
談
内
容
別
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
案
件
、
想
定
原
因
別
で
は
、
説
明

情
報
の
不
足
、
管
理
者
等
の
対
応
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
３
項
目
が
半
数
を
占
め
て
い
る
」

と
説
明
し
た
。
ま
た
、
各
市
町
村
等
か
ら
の

相
談
苦
情
の
報
告
に
つ
い
て
「
本
会
作
成
の

事
例
集
へ
の
掲
載
及
び
岩
手
県
へ
統
計
情
報

と
し
て
提
供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
会
へ

毎
月
報
告
い
た
だ
き
た
い
」
と
依
頼
し
た
。

苦情相談と地域包括ケアシステムの関連性を学ぶ出席者

国保連合会
村田保夫 保健介護課長

国保連合会
細田重憲 介護サービス苦情処理代表委員

ポ
イ
ン
ト
は
関
係
機
関
の
連
携

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し

相
談
・
苦
情
の
実
態
と
対
応
を
情
報
共
有

　本
会
は
10
月
25
日
、
国
保
会
館
で
平
成
29
年
度
市
町
村
等
介
護
保
険
相
談
・
苦
情
処
理
業
務
担
当
職

員
研
修
会
を
開
催
し
た
。
市
町
村
や
広
域
行
政
事
務
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
か
ら
約
60
人
が
出
席
し
た

研
修
会
で
は
、
28
年
度
の
相
談
・
苦
情
業
務
実
績
報
告
と
受
付
事
例
が
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、
苦
情
相
談

を
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
生
か
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
相
談
・
苦
情

処
理
対
応
に
研
さ
ん
を
積
ん
だ
。

平
成
29
年
度
市
町
村
等
介
護
保
険
相
談
・
苦
情
処
理
業
務
担
当
職
員
研
修
会

　
次
に
、
本
会
の
細
田
重
憲
苦
情
処
理
委
員

会
代
表
委
員
は
「
本
会
に
設
置
し
て
い
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
を
毎
月
開
催

し
、
介
護
保
険
相
談
・
苦
情
の
事
例
を
検
討

し
て
い
る
ほ
か
、
岩
手
県
長
寿
社
会
課
と
の

業
務
連
絡
会
議
で
は
、
苦
情
対
応
の
協
議
及

び
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
28
年
度
の
主
な
受
付
事
例
に
つ
い

て
紹
介
し
た
上
で
、「
苦
情
対
応
案
件
に
つ

い
て
記
録
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
関
係

機
関
で
対
処
方
法
を
共
有
す
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
」
と
説
明
し
協
力
を
依
頼
し
た
。

　
矢
巾
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
の

吉
田
均
主
任
介
護
支
援
専
門
員
は
「
苦
情
相

談
を
『
尊
厳
あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
』
に
生
か

す
取
り
組
み
へ
―
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
苦
情
対
応
相
談
と
関
係
機
関
と
の
連
携
に

つ
い
て
―
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　
吉
田
所
長
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
で
あ
る
」
と
し
、
要
介
護
・
中
重
度

者
看
取
り
ニ
ー
ズ
の
増
加
、
死
亡
者
数
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、「
①
尊
厳
と
自
立
支
援
を
守
る

予
防
②
中
重
度
者
を
地
域
で
支
え
る
仕
組
み

の
構
築
③
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
生
産
性
向
上

④
市
町
村
・
保
険
者
に
よ
る
地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
―
の
４
つ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
説

明
し
た
。

　
ま
た
、
苦
情
相
談
事
例
の
原
因
、
対
応
を

紹
介
し
「
利
用
者
の
知
識
向
上
に
よ
り
、
苦

情
相
談
の
内
容
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
事
例
を
検
討
、
事
例
を
深
め
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。
各
関
係
機
関
は
、
連

携
強
化
、
専
門
性
の
向
上
、
専
門
職
の
配
置

な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
利
用
者
・
家
族
の
苦

情
を
正
し
く
解
決
す
る
こ
と
は
、
利
用
者
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
改
善
と
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
る
」
と
話
し
た
。

矢巾町地域包括支援センター
吉田均 所長

苦
情
の
正
し
い
解
決
が
鍵
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冒
頭
、
本
会
の
佐
藤
敬
司
総
務
課
課
長
補

佐
は
「
各
市
町
村
で
は
県
か
ら
示
さ
れ
た
事

業
費
納
付
金
の
必
要
額
を
確
保
す
る
た
め
、

実
情
に
応
じ
た
保
険
税
の
試
算
を
行
う
と
思

う
が
、
保
険
料
（
税
）
適
正
算
定
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
そ
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
き
、
本
会
と
し
て
も
引
き
続
き
保
険

税
の
試
算
や
分
析
の
支
援
を
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
次
に
、
岩
手
県
健
康
国
保
課
の
吉
田
拓
真

事
務
嘱
託
員
は
、
市
町
村
標
準
保
険
料
率
の

留
意
事
項
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
述
べ
た

上
で
、「
賦
課
限
度
額
の
超
過
を
反
映
さ
せ

て
計
算
で
き
る
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
を
お

願
い
し
た
い
」
と
出
席
者
に
依
頼
し
た
。

　
ま
た
、
本
会
担
当
者
が
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
、
特
長
や
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
、

基
礎
デ
ー
タ
の
作
成
方
法
な
ど
を
説
明
し
、

出
席
者
は
基
礎
デ
ー
タ
の
登
録
や
試
算
ケ
ー

ス
の
作
成
、
帳
票
出
力
、
演
習
問
題
を
実
践

し
、
機
能
と
操
作
の
熟
知
に
努
め
て
い
た
。

　
研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
各
市
町

村
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
演
習
だ
っ
た
た
め

イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
や
す
か
っ
た
」「
こ
れ
ま

で
使
用
し
て
い
な
い
機
能
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
活
用
し
た
い
」
な
ど
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
本
会
で
は
引
き
続
き
市
町
村
へ
の
支
援
内

容
を
検
討
し
な
が
ら
、
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
普

及
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
冒
頭
、
開
催
地
で
あ
る
一
関
市
の
菅
原
弥

寸
志
国
保
年
金
課
課
長
は
「
第
三
者
行
為
求

償
事
務
は
経
験
や
専
門
的
知
見
を
要
す
る

が
、
市
町
村
で
は
人
事
異
動
な
ど
で
専
門
性

を
高
め
に
く
い
実
態
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
本
日
は
解
決
が
困
難
な
事
案
に
つ
い
て

相
談
す
る
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
有
意
義

な
こ
と
で
あ
る
。
内
容
を
情
報
共
有
し
、
健

全
な
事
業
運
営
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
会
議
で
は
、
本
会
顧
問
弁
護
士
の
小
野
寺

正
孝
氏
が
事
前
に
保
険
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

相
談
事
案
に
係
る
第
三
者
行
為
求
償
の
対
応

案
を
示
し
た
ほ
か
、
過
去
５
年
間
に
相
談
が

あ
っ
た
12
事
案
に
つ
い
て
、
絶
対
的
給
付
制

限
や
相
対
的
給
付
制
限
（
国
保
法
第
60
・
61

条
）
な
ど
の
法
的
根
拠
を
解
説
し
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
で
は
第
三
者
行
為
求
償
事

務
の
取
り
組
み
強
化
と
し
て
、
市
町
村
に
お

け
る
消
防
機
関
と
の
連
携
や
加
害
者
へ
の
直

接
請
求
方
法
な
ど
を
説
明
し
た
ほ
か
、
事
案

の
管
理
方
法
や
処
理
体
制
に
つ
い
て
出
席
者

と
意
見
交
換
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
「
他
業

務
と
兼
務
し
て
い
る
た
め
、
加
害
者
直
接
請

求
な
ど
の
事
務
処
理
に
苦
慮
す
る
部
分
が
多

い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
本
会
で
は
今
後
も
解
決
困
難
な
事
案
へ
の

対
応
の
た
め
、
国
保
地
区
協
議
会
単
位
で
の

事
務
共
助
と
弁
護
士
巡
回
相
談
を
実
施
し
、

保
険
者
の
事
務
処
理
を
支
援
し
て
い
く
方
針

と
し
て
い
る
。

解決困難な求償事案について、多くの相談が寄せられた

パソコンを使用した研修会には3日間で市町村の担当者約40人が出席した

30年度に向けた保険税試算に備え
平成29年度 保険料（税）適正算定マニュアル研修会

　本会は10月23～25日、国保会館で保険料（税）適正算定マニュアル研修会
を開催した。３日間で市町村の担当者約40人が出席した研修会では、システ
ムの特長や概要などが説明されたほか、出席者はシステム操作や演習問題を
実践し、システム機能と操作の熟知に努めていた。

システムの機能と操作を習得

一関市で弁護士巡回相談を実施
第三者行為求償事務共助及び弁護士巡回相談

　本会は10月19日、一関市「一関保健センター」で第三者行為求償事務共
助及び弁護士巡回相談を開催した。国保胆江・一関地区協議会の管内市町担
当者６人が出席した会議では、本会顧問弁護士が相談案件の対応案を示した
ほか、事務局から第三者行為求償事務の取り組み強化等が説明された。

困難な事案に対応案を示す
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今
年
も
残
す
と

こ
ろ
、
僅
か
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ

の
時
節
に
な
る
と

「
あ
れ
も
こ
れ
も
し
な
け
れ
ば
」
と

気
持
ち
だ
け
が
先
走
り
、心
な
し

か
落
ち
着
か
な
く
な
り
ま
す
が
、

今
年
は
年
内
い
っ
ぱ
い
各
方
面
へ

の
忖
度
を
怠
る
こ
と
な
く
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
▼
ま
た
、年
末

は
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
で
、つ
い
つ

い
暴
飲
暴
食
に
な
り
が
ち
。 

多
忙

な
日
程
で
無
理
を
す
る
と
疲
れ
を

伴
い
、体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
の

で
要
注
意
で
す
。
慌
し
い
年
末
を

元
気
に
乗
り
切
る
た
め
に
は
、い

つ
も
以
上
の
自
己
管
理
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、皆

さ
ま
も
お
気
を
付
け
下
さ
い
▼
さ

て
、情
報
国
保
連
は
今
回
号
が
本

年
最
後
と
な
り
ま
す
。
担
当
と
し

て
反
省
点
も
山
の
よ
う
に
あ
り
ま

す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を

通
し
、市
町
村
等
支
援
が
行
え
る

よ
う
努
め
ま
す
の
で
、来
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
▼
皆

さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
願
い

な
が
ら
、本
年
の
情
報
国
保
連
を

締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　（
熊
谷
）
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5〜11日　次期国保総合システム保険者操作研修（国保会館）
６日　障害者総合支援給付支払等システムに係る市町村等説明会（国保会館）
13日　交通事故弁護士相談　　　　　　　　　（国保会館）
15日　再審査部会　　　　　　　　　　　　　（国保会館）
　　　柔整審査会　　　　　　　　　　　　　　（国保会館）
16日　審査委員会（〜20日）　　　　　　　　　（国保会館）
20日　市町村医師養成協議会運営委員会　 　 　（国保会館）
22日　介護給付費等審査委員会　 　 　 　 　 　（国保会館）

12月の行事予定

保険者へのレセプト公開日は12月６日です

県
内
各
地
で
健
康
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

ハ
ピ
ル
ス
く
ん
も
健
康
づ
く
り
に
一
役

　「
２
０
１
７
し
ず
く
い
し
産
業
ま
つ
り
」
が

10
月
21
・
22
日
の
両
日
、雫
石
町
総
合
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
、多
く
の
地
域
住
民
が
参
加
し
た
。

　
会
場
で
は
、丸
太
早
切
り
競
争
や
餅
つ
き
、魚

つ
か
み
取
り
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
、本
県
保
健
推
進
委
員
等
代
表
者
協
議
会
研

修
会
で
も
講
師
を
務
め
た
福
島
大
学
非
常
勤
講

師
の
岡
田
麻
紀
先
生
が
「
や
き
と
り
じ
い
さ
ん

体
操
」
を
実
演
し
た
。

　
21
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
国
保
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ハ
ピ
ル
ス
く
ん
は
、国
保
税

期
限
内
納
付
な
ど
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
や
岩

手
県
保
険
者
協
議
会
が
作
成
し
た
特
定
健
診
受

診
勧
奨
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
来
場
者
に
配
布
し
、健

康
づ
く
り
な
ど
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
。
ま
た
、

や
き
と
り
じ
い
さ
ん
体
操
を
熱
演
し
、地
域
住
民

と
と
も
に
爽
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

　
一
方
、第
29
回
岩
泉
町
社
会
福
祉
大
会
・
第
38

やきとりじいさん体操を熱演し、爽やかな汗を流すハピルスくん（雫石町）

回
岩
泉
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
11
月
10
日
、岩
泉

町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、社
会
福
祉
事
業
に
貢
献

し
た
地
域
住
民
や
市
民
団
体
へ
の
表
彰
の
ほ
か
、

講
演
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
講
演
で
は
、快
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
研
究
所
所
長
の
吉
井
正
彦
健
康
運
動
指

導
士
が
「
大
往
生
し
た
け
り
ゃ
…
―
や
れ
る
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
―
」
と
題
し
て
フ
レ

イ
ル
予
防
に
向
け
た
体
操
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
ハ
ピ
ル
ス
く
ん
は
、国
保
税

期
限
内
納
付
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
や
特
定
健

診
受
診
勧
奨
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。
こ
の
ほ

か
、県
下
で
統
一
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
第

２
次
健
康
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
運
動
」の
健
康
グ
ッ

ズ
を
配
布
し
地
域
住
民
と
交
流
を
深
め
た
。

大会に参加した地域住民の皆さんと一緒に記念撮影（岩泉町）


